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こ
の
度
図
ら
ず
も
、
北
郁
会
長
の
あ
と

を
受
け
継
ぎ
、
第
十
代
神
奈
川
教
区
青
年

会
会
長
の
大
任
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
い
ま
だ
に
私
の
よ
う
な
も
の
が

本
当
に
神
浄
青
会
長
と
し
て
相
応
し
い
の

か
と
言
う
疑
念
を
払
拭
し
き
れ
な
い
と
共

に
、
そ
の
重
責
に
戸
惑
い
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。何

分
に
も
こ
の
よ
う
な
有
り
様
で
す
の

第
十
代
神
浄
青
会
長

國

松

俊

康

で
、
今
は
偏
に
先
輩
諸
氏
、
会
員
各
位
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
み
を
頼
り
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
何
卒
お
力
添
え
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
周
知
の
通
り
神
浄
青
は
、
昨
年

度
に
創
立
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
二
十
年
間
に
神
浄
青
は
、
初
代

平
野
会
長
以
来
、
歴
代
会
長
の
も
と

「自

行

・
化
他

・
和
合
」
の
活
動
理
念
に
基
づ

き
諸
事
業
を
展
開
し
、
時
に
は
失
敗
を
重

ね
つ
つ
も
、
様
々
な
成
果
を
得
、
着
実
に

実
績
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

十
年
を
ひ
と
つ
の
年
代
と
し
て
区
切

っ

て
み
る
と
、
神
浄
青
に
と
っ
て
最
初
の
十

年
は
、
そ
の
基
礎
を
固
め
、
そ
の
在
り
方

そ
の
も
の
を
模
索
し
て
い
た
時
代
、
次
の

十
年
は
、
そ
の
基
礎

・
方
向
性
を
ふ
ま
え

て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
た
時
代
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
神
浄
青
に
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
十
年
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
の
浄
青
発
展
の

礎
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
よ
り
素
晴

ら
し
い
神
浄
青
の
発
展
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
神
浄
青
を
取
り
巻
く

諸
環
境
は
、
必
ず
し
も
楽
観
的
な
も
の
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
に
は

「活
動

参
加
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
」
「活
動
の
マ

ン
ネ
リ
化
」
等
の
課
題
を
残
し
て
お
り
、

漸
次
解
決
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
外
よ
り
の

「浄
青
の
サ
ロ

ン
化
」
等
の
批
判
に
は
、
反
論
す
べ
き
点

は
反
論
し
、
反
省
す
べ
き
点
は
真
摯
に
受

け
と
め
、
襟
を
正
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
も
あ
れ
、
私
た
ち
は
今
新
た
な
ス
タ

ー
ト
台
に
立

っ
て
い
ま
す
。
青
年
の
柔
軟

な
思
考
を
も

っ
て
、
今
我
々
に
何
が
出
来

る
の
か
、
何
を
成
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
を
見
極
め
皆
様
方
と
共
に
今
後
の
神

浄
青
活
動
の
展
開
を
計

っ
て
行
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

浄
青
は
活
動
の
原
動
力
で
す
。
共
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
神
浄
青
の
新
た

な
十
年
の
創
出
の
た
め
に
、
何
卒
会
員
諸

師
の
若
い
お
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

皆
様
方
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

平
成
６
年
度

神
浄
青
事
業
計
画

４
月
２３
日
　
金
沢
母
子
寮

花
ま
つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

４
月
２３
日
　
光
明
寺
　
神
浄
青
総
会

５
月
９
日
　
光
明
寺
　
第
１
回
理
事
会

６
月
中
旬
　
機
関
誌
発
刊

６
月
７
～
８
日
　
神
奈
川
　
箱
根
湯
本

第
２２
回
関
ブ
ロ
総
会
並
び
研
修
会

７
月
４
日
　
光
明
寺
　
開
山
忌
前
清
掃

奉
仕
並
び
第
２
回
理
事
会

７
月
２８
日
～
３０
日
　
夏
期
僧
堂
手
伝
い

８
月
下
旬
　
富
山

第
２４
回
全
浄
中
央
研
修
会

９
月
上
旬
　
光
明
寺
　
第
３
回
理
事
会

９
月
下
旬

　

（三
浦
浄
青
担
当
）

神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
懇
親
会

１０
月
７
日
　
光
明
寺
　
十
夜
前
清
掃
奉
仕

並
び
第
４
回
理
事
会

１０
月
１４
日
　
光
明
寺

十
夜
法
要
手
伝
い

。
十
夜
街
頭
伝
道

（港
北

・
港
南
担
当
）

１０
月
下
旬
　
茨
城

第
１２
回
関
ブ
ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

‐２
月
中
旬
　
光
明
寺
　
第
５
回
理
事
会

１
月
２５
日
　
光
明
寺
　
別
時
念
仏
会

２
月
　
　
　
第
２０
回
全
浄
代
表
者
研
修
会

２
月
下
旬
　
他
宗
派
見
学

第
６
回
理
事
会

３
月
下
旬
　
光
明
寺
　
第
７
回
理
事
会

「新
た
な
る
飛
躍
に
向

っ
て
‥
‥
ピ

明
寺
御
法
主
戸
松
啓
真
台
下
御
染
筆
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平
成
六
年
度
神
浄
青
総
会
は
、
四
月
二

十
三
日

（土
）
午
後
二
時
よ
り
大
本
山
光

明
寺
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
辞
に
続
き
、
北
郁
会
長
の
挨
拶

で
は
、
二
年
間
の
任
期
を
大
過
な
く
全
う

出
来
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

議
長
に
戸
松
師
を
選
任
し
議
事
に
う
つ

っ
た
。
平
成
五
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報

告
、
監
査
の
日
比
野
師
よ
り
適
正
と
の
会

計
監
査
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
た
め
北

郁
師
よ
り
新
会
長

・
副
会
長
の
発
表
が
あ

り
、
続
い
て
承
認
さ
れ
た
。

新
会
長
の
國
松
師
よ
り
新
執
行
部
の
発

表
が
あ
り
、
続

い
て
、
前
会
長
の
足
跡
を

踏
ま
え
て
邁
進
す
る
こ
と
を
誓

い
、
ま
た

６
月
に
控
え
た
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
に

つ
い
て
触
れ
、
実
行
委
員
長
の
北
郵
師
は

じ
め
、
会
員
が

一
九
と
な

っ
て
全
力
を
尽

く
し
、
成
功
に
導
く
よ
う
各
位
に
協
力
を

促
し
た
。

次
に
、
平
成
六
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
が
発
表
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
加
行
成
満
者
十
六
名
の
発
表
が

あ
り
、
戸
松
御
法
主
御
染
筆
の
色
紙
と
浄

青
袈
裟
を
贈
呈
。
終
わ
り
に
副
会
長
の
杉

浦
師
よ
り
閉
会
の
言
葉
が
あ
り
、
総
会
は

終
了
し
た
。

集 ″

京
浜
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
　
事

港
北
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
　
事

港
南
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
事

高
座
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
事

鎌
倉
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
　
事

二
浦
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
　
事

中
郡
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
事

小
田
原
組
常
任
理
事

理
　
　
　
　
　
事

編 編  監 書  会 事 事  副 会

集        務
″ 会

委          局

員 長  事 記  計 局 長  長 長

柴 田 宮 一 吉 高 渡 新 曽 野 山 石 石 平 宮 樋 石 小 夏 新 永 古 北 大 成 玉 当 富 杉 塩 國

田 辺 澤  水 麗 部 原 我 口 沢 川 川 元 林 口 井 山 見 原 原 庄 郁 橋 田 木 間 田 浦 沢 松
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平
成
六
年
度

神
浄
青
役
員
名
簿

一翻
＝総
職
椰
一鱗

《京

浜

組
》

京
浜
組
浄
青
は
昭
和
五
十
二
年
十

一
月

十
二
日
に
発
会
以
来
、
十
八
年
目
に
突
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
正
会
員
は
十

名
、
平
均
年
齢
三
十

一
・
八
歳
で
あ
る
が
、

新
会
員
の
加
入
は
当
面
期
待
薄
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
賛
助
会
員
の
制
度
を
設

け
、
吉
岡
了
泰

。林
田
真
成

・
伊
藤
光
史

・

森
本
祐
康

・
野
呂
幸
忍

（誕
生
順
）
の
五

上
人
に
名
を
連
ね
て
頂
い
た
。
次
期
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
会
長
佐
々
木
敬
易

・
事
務
局

長
陣
川
隆
行

・
書
記
林
田
康
順

・
会
計
白

石
隆
弘
で
あ
る
。
事
業
と
し
て
は
、
今
年

度
か
ら
在
家
五
重
相
伝
の
実
施
を
最
終
目

標
に
据
え
た
研
修
会

（講
師

¨
成
田
光
俊

上
人
）
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

慶
事
と
し
て
、
平
成
五
年
十
月
二
十
六
日

白
石
隆
弘
君

・
充
子
さ
ん
の
結
婚
式
が
、

成
田
光
俊
上
人
戒
師
の
も
と
自
坊
に
て
、

ま
た
平
成
六
年
二
月
二
十
七
日
水
谷
知
靖

君

・
克
枝
さ
ん
の
結
婚
式
が
、
宮
林
昭
彦

上
人
戒
師
の
も
と
自
坊
に
て
行
わ
れ
た
。

《港

北

組
》

今
年
度
よ
リ
メ
ン
バ
ー
が
十
五
名
と
な

り

一
段
と
組
の
活
動
が
盛
ん
に
な

っ
て
き

ま
し
た
。
昨
年
度
の

「脳
死
」
研
修
会
と

は
趣
向
を
変
え
、
今
年
度
は

「お
別
時
」

と

「法
式
」
の
二
本
立
て
に
よ
り
ほ
ぼ
毎

月

一
回
の
割
合
で
実
践
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
「お
別
時
」
は
龍
雲
寺
と
大
蓮

寺
に
於
て
夏

。
冬
計
二
回
、
又
、
「法
式
」

は
講
師
に
港
南
組
塩
沢
智
彦
上
人
を
お
迎

え
し
、
宗
忠
寺
、
泉
谷
寺
、
大
善
寺
、
専

念
寺
の
会
処
に
て
計
四
回
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
袴

・
如
法
衣

・
七
条
の
着
脱
、

酒
水
器
、
行
道
そ
し
て
音
声
の

一
部
が
中

心
で
し
た
。
会
員

一
同
皆
実
践
し
て
み
る

と
慣
れ
て
な
い
せ
い
か
難
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
も
結
構
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

港
南
組
主
催
の

「布
教
研
修
会
」
に
も
二

度
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

理
論
的
な
勉
強
会
も
良
い
の
で
す
が
、

や
は
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
実
践
的
に
い
く

方
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

《港

南

組
》

こ
の
四
月
で
発
足
以
来
十
七
年
を
迎
え

る
当
会
は
、
十
六
名
の
会
員

・
十

一
名
の

賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年

間
の
活
動
と
し
て
は
、
布
教
研
修
会

（講

師
土
屋
光
道
先
生
）
、
鎌
倉
組
と
合
同
の

法
式
研
修
会

（講
師
津
田
徳
翁
先
生
）
を

柱
と
し
て

「少
年
少
女
帰
敬
会
」
、
歳
末

助
け
合
い
募
金
、
港
北
組
と
の
親
睦
会
、

機
関
誌

「港
南
浄
青
」
の
刊
行
等
を
お
こ

な

っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

「少
年
少
女
帰

敬
会
」
は
、
会
員
寺
院
を
会
所
と
し
、
運

営
に
あ
た
る
ス
タ

ッ
フ
は
も
と
よ
り
戒
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師

・
教
授
師

・
講
師
も
当
会
の
会
員

・
賛

助
会
員
で
お
こ
な

っ
て
お
り
、
毎
回
そ
れ

な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
帰
敬
会

に
限
ら
ず
活
動
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
こ

と
で
す
が
、
小
さ
な
組
織
で
す
の
で
単
独

で
大
き
な
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
逆
に
小
回
り
の
利
く

と
い
う
利
点
を
い
か
し
て
今
年
も
活
動
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《高

座

組
》

こ
こ
数
年
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
会
員
相
互
の
親
睦
や
意
識
拡
大
を
催

し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
郡
組
と
の
親
睦
会
を
は
じ
め
、
真
源

寺
御
住
職

・
瀬
高
哲
朗
上
人
が
唱
導
師
を

務
め
ら
れ
た
と
き
の
お
手
伝
い
、
神
浄
青

二
十
周
年
記
念
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
、

そ
れ
ぞ
れ
に

一
応
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
他
組
の
よ
う

な
研
修
会
等
の
活
動
を
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
活
動
の
目
標
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
よ
り

一
層
の
向
上
を
め
ざ
し
、
行

事
、
大
会
等
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
自
己

研
鑽
の
為
に
も
、
法
式
講
習
会
や
仏
教
全

般
の
知
識
を
高
め
、
浄
青
活
動
を
充
実
し
、

諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
会
員

一
同
、
一
九
と
な
っ
て
大

い
に
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《鎌

倉

組
》

現
在
役
員
以
下
会
員
十
七
名
。
か
い
つ

ま
ん
で
書
く
と
そ
う
な
る
。
さ
て
活
動
内

容
は
と
い
う
と
少
々
心
も
と
な
い
。
何
故

な
ら
ば
、
組
独
自
の
も
の
が
な
く
、
ま
た

何
を
す
る
に
も
他
組
の
浄
青
会
員
の
助
力

な
し
に
は
在
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
だ
か

ら
で
あ
る
。
活
動
と
し
て
は
港
南
組
と
合

同
の
法
式
講
習
、
三
浦
組
と
合
同
の
托
鉢

行

（歳
末
助
け
合
い
募
金
）
が
あ
げ
ら
れ

る
。
だ
が
近
年
新
た
な
会
員
も
加
わ
り
、

活
性
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
前
玉
木
会

長
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
、
横
の
結
束

を
固
め
る
こ
と
を
急
務
と
し
、　
一
泊
研
修

会
及
び
懇
親
会
を
企
画
し
た

（懇
親
会
で

の

″体
育
系
の
ノ
リ
〃
は
特
筆
）
ま
た
本

年
よ
り
恒
例
と
な
っ
た
十
夜
引
声
の
研
修

会
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
で
緊
張
感

の
下
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
國
松
氏
が
今
期
県
浄
青
の
会
長
に
就
任

し
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
含
め
組
活
動

は
益
々
そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

《三

浦

組
》

平
成
五
年
度
に
行

っ
た
三
浦
浄
青
の
大

き
な
活
動
は
、
七
月
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会

。
十
二
月
の
鎌
倉
浄
青
と
合
同
で
行

っ

た

「歳
末
助
け
合
い
」
の
為
の
托
鉢

・
十

二
月
と
二
月
の
定
例
総
会
、
そ
し
て
二
月

に
行

っ
た
参
加
者
十
二
名
か
ら
成
る
台
湾

へ
の
仏
跡
地
巡
拝
旅
行
等
で
あ
り
ま
し

た
。
平
成
六
年
度
は
、
会
員
の
構
成
が
正

会
員
が
十
六
名
、
そ
し
て
賛
助
会
員

（四

十
四
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
元
会
員
）
が

六
名
か
ら
な
り
、
例
年
通
り
七
月
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会

。
十
二
月
に
托
鉢

・
そ
し

て
年
二
回
の
総
会
が
活
動
計
画
と
し
て
決

ま

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
外
に
も
各
種
研

修
会
等
を
随
時
行
な
お
う
と
い
う
案
も
あ

り
ま
す
。
と
も
か
く
、
県
浄
青
に
協
力
し

つ
つ
、
会
員
の
資
質
の
向
上
と
教
化
の
為

に
な
る
活
動
を
模
索
し
、
そ
し
て
会
員
相

互
の
親
睦
を
よ
り

一
層
深
め
る
様
な
活
動

を
、
時
間
を
調
整
し
つ
つ
、
楽
し
く
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

《中

郡

組
》

去
る
、
四
月
十
日

（日
）
大
松
寺
に
於

い
て
本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
は
役
員
改
選
に
当
り
慎
重
審
議
の

結
果
、
会
長

一
真
光
、
副
会
長
吉
永
英
之
、

宮
澤
正
恭
、
会
計
斉
藤
良
典
、
事
務
局
池

田
敬
道
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
事
業
計

画
で
は
、
会
員
相
互
の

″和
〃
を
よ
り

一

層
深
め
、
家
族
親
睦
会
、
他
組
浄
青
と
の

連
絡
協
調
及
び
組
等
の
主
催
す
る
事
業
へ

の
協
力
参
加
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
尚
、

新
入
会
員
と
し
て
、
晴
雲
寺

・
塚
田
勝
宣

君
、
知
足
寺

・
相
馬
正
覚
君
、
霊
山
寺

・

鷲
見
宗
信
君
、
浄
信
寺

・
吉
田
健

一
君
が

入
会
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
新
入
会
員
を
含
め

会
員
数
が
総
勢
二
十

一
名
と
い
う
、
今
ま

で
に
な
い
大
所
帯
と
な
り
、
日
比
野
会
長

並
び
に
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
中

郡
組
浄
青
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
会

員

一
九
と
な
り
前
進
し
て
生
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

《小
田
原
組
》

神
奈
川
教
区
青
年
会
の
役
員
改
選
も
無

事
、
総
会
に
お
い
て
了
認
さ
れ
、
新
体
制

の
も
と
、
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

益
々
の
活
躍
を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
小
田
原
浄
青
も
期
を
同
じ

く
し
て
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
教
区

青
年
会
共
々
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で

組
青
年
会
を
運
営
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
今
年
の
組
青
年
会

の
活
動
計
画
と
し
て
は
、
歴
代
諸
氏
の
意

志
を
継
承
し
つ
つ
、
自
己
研
讃
を
中
心
に

進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

実
行
す
る
に
当
り
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

小
田
原
組
の
み
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
の
組
と
の
交
流

・
親
睦
を
か
ね
た
研
修

会
に
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
今
日
の
小
浄
青
の
基
盤
を
作
ら
れ
た

諸
大
徳

・
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
浄
青
活
動
を
如
何
に
す
べ
き
か
の
意
見

を
頂
き
つ
つ
、
浄
青
活
動
を
展
開
し
て
ゆ

き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
、
ご
支
援

・
ご
協
力
賜
り
た

く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
日
は
、
い
つ
に
な
く
寝

つ
き
が
良
く

な
い
。
普
段
な
ら
床
に
入

っ
た
か
入
ら
な

い
か
の
内
、
深
い
眠
り
に
つ
い
て
い
る
自

分
な
の
に
…
。
明
日
は
侍
ち
に
侍

っ
た
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
。
天
気
予
報
は
テ
レ
ビ

・

新
間
を
穴
の
あ
く
程
み
て
、
安
心
し
て
は

い
る
の
だ
け
ど
、
呆
し
て
無
事
出
来
る
だ

ろ
う
か
。
手
落
ち
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
進

行

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
頭
に
た
た
き
込
ん
だ
つ

も
り
で
も
、
不
安
が
先
行
し
て
し
ま
う
。

何
度
も
何
度
も
寝
返
り
を
打
ち
な
が
ら
、

浅
い
眼
り
の
中
、
朝
を
迎
え
た
。

い
つ
も
な
ら
、
床
を
出
る
の
に
数
十
分

か
か
る
と
こ
ろ
今
日
は
ち
が
う
。
目
ざ
ま

し
時
計
が
鳴
る
や
い
な
や
、
飛
び
起
き
て

し
ま

っ
た
自
分
が
不
思
議
ｃ
ま

っ
先
に
外

の
天
気
を
み
る
。
空
気
は
冷
た
い
が
、
み

ご
と
な
快
晴
。
空
気
の
冷
た
さ
が
、
か
え

っ
て
自
分
の
気
を
ひ
き
じ
め
て
く
れ
た
。

い
つ
も
な
ら
、
寒
さ
冷
た
さ
に
嫌
悪
感
だ

ら
け
の
僕
も
今
日
だ
け
は
感
謝
―
の

一
言

に
つ
き
る
。
ア
ァ
南
無
阿
弥
陀
仏
。

早
々
に
着
換
え
を
済
ま
せ

一
路
ス
タ
ジ

ア
ム
ヘ
の
車
上
の
人
と
な

っ
た
。
思

っ
た

程
の
渋
滞
も
な
く
、
早
々
と
到
着
。
自
分

の
せ

っ
か
ち
さ
、
気
の
早
さ
は
人

一
番
だ

と
自
負
し
て
い
た
が
、
上
に
は
上
が
い
る

も
の
。
す
で
に
数
名
の
会
員
が
来
て
い
て

く
れ
た
。
先
の
り
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
で

あ
る
。
心
強
い
の
と
同
時
に
本
当
に
あ
り

が
た
い
。
本
日
三
度
目
の
シ

ェ
イ
、
シ
ェ

イ
。
（こ
こ
は
横
浜
、
中
華
街
そ
ば
）

先
の
リ
ス
タ
ッ
フ
の
手
際
良

い
準
備
の

お
か
げ
で
仕
度
も
無
事
完
了
。
あ
と
は
開

会
を
ま
つ
の
み
。
バ

ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
電
光
掲
示
も
輝
き
、
気
分
も
盛
り
上

っ

て
来
た
。
さ
あ
、
開
会
式
。
そ
し
て
、
森

教
区
長
の
始
球
式
で
プ

レ
ー
ボ
ー
ル
。
三

面
に
分
れ
て
、
各
組
総
当
り
戦
の
始
ま
り
。

こ
こ
ま
で
来
れ
た
安
堵
感
か
ら
か
、
急
に

眠
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
良
い

日
差
し
の
お
か
げ
も
手
伝

っ
て
、
の
ん
び

り
野
球
見
物
気
分
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

し
か
し
、
季
節
は
冬
。
試
合
時
間
を
守

っ

て
ゆ
か
な
い
と
、
決
勝
戦
に
は
陽
が
暮
れ

て
し
ま
う
。
自
分
の
気
を
引
き
締
め
て
、

皆
に
協
力
し
て
も
ら
う
様
、
促
さ
な
け
れ

ば
。
気
が
付
く
と
、
広

い
広
い
ス
タ
ジ
ア

ム
の
中
を
走
り
回
る
自
分
が
い
た
。
大
き

な
体
が
右
往
、
左
往
し
て
、
熱
心
に
プ

レ

ー
し
て
い
た
皆
様
に
多
大
な
迷
惑
を
お
か
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け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
誌

面
を
か
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

さ
て
、
予
選
リ
ー
グ
も
皆
様
の
協
力
の

甲
斐
あ

っ
て
、
ほ
ぼ
時
間
通
り
済
ま
す
こ

と
が
出
来
た
。
予
選
八
チ
ー
ム
の
内
、
決

勝
戦
進
出
チ
ー
ム
は
、
な
ん
と
京
浜
組
と

中
郡
組
と
な

っ
た
。
京
浜
組
さ
ん
に
は
申

し
訳
な
い
が
、
誰
も
予
想
し
て
な
か

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、
こ

の
あ
と
、
ア
ッ
と
お
ど
ろ
く
ド
ラ
マ
が
ま

っ
て
い
た
の
で
す
。

決
勝
戦
は
、
今
大
会
最
大
の
見
せ
場
。

我
々
ス
タ
ッ
フ
が

一
番
気
を
使

っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
セ
ン
タ
ー
電
光
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

に
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
を
表
一不

す
る
と
共
に
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
嬢
に
よ
る
、

選
手
紹
介
を
す
る
。
気
分
は
、
ベ
イ
ス
タ

ー
ズ
選
手
気
分
？
に
な

っ
て
く
れ
た
で
し

ょ
う
か
？
さ
て
、
先
に
書
い
た
ア
ッ
と
お

ど
ろ
く
ド
ラ
マ
で
す
が
、
さ
す
が
に
決
勝

戦
ら
し
く
、
緊
迫
し
た
中
で
試
合
が
進
ん

で
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
回
の
七
回

一晏
、
リ
ー
ド
さ
れ
て
の
京
浜
組
最
後
の
攻

撃
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
サ
ラ
リ
と

終
る
ｃ
誰
も
が
そ
う
考
え
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
終
回
に
京
浜
組
が

同
点
に
追
い
つ
い
た
の
で
す
。
こ
の
強
さ

は
、
本
物
だ
と
皆
が
口
々
に
言

っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、　
一
打
出
れ
ば
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
ゲ
ー
ム
。
本
当
に
す
ご
い
決
勝
戦
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
た
の
で
す
。
そ

の

一
打
が
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
。
み

ご
と
京
浜
組
の
優
勝
で
す
。
京
浜
組
す
ば

ら
し
い
で
す
。
皆
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
言

っ
た
表
情
で
優
勝
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
中
郡
組

の
皆
も
本
当
に
良
く
戦

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
乾
杯
。
神
浄
青
。

熱
戦
の
中
、
大
い
に
盛
り
上

っ
た
試
合

も
終
了
し
閉
会
式
を
迎
え
る
頃
、
夜
の
と

ば
り
が
ス
タ
ジ
ア
ム
を
包
ん
で
い
た
。

こ
の
あ
と
、
場
所
を
中
華
街
、
華
正
楼

に
移
し
表
彰
式
と
懇
親
会
と
な
る
。

心
地
よ
い
疲
れ
と
、
熱
戦
の
余
韻
が
ま

だ
さ
め
や
ら
ぬ
中
、
懇
親
会
が
始
ま

っ
た
。

神
浄
青
発
足
２０
周
年
記
念
大
会
を
今
日

迎
え
る
に
当
り
、
神
奈
川
教
区
長
、
光
明

寺
執
事
長
を
始
め
、
歴
代
の
神
浄
青
会
長

が
こ
ぞ

っ
て
出
席
を
頂
い
た
こ
と
は
、
筆

舌
に
尽
し
難
い
感
激
で
あ
る
。
多
く
の
祝

辞
の
中
で
、
神
浄
青

へ
の
期
待
を
込
め
た

叱
咤
激
励
の
言
葉
を
深
く
か
み
し
め
る
と

共
に
益
々
気
の
引
き
締
る
思

い
が
し
た
。

宴
も
佳
境
に
入

っ
た
頃
、
先
の
ソ
フ
ボ
ー

ル
大
会
で
の
優
勝
チ
ー
ム
表
彰
と
、
各
賞

の
発
表
及
び
各
組
の
メ
ン
バ
ー
紹
介
が
行

わ
れ
た
。
中
に
は
、
大
変
楽
し
い
パ
フ
オ

ー

マ
ン
ス
を
演
じ
て
く
れ
た
会
員
も

い

て
、
宴
に
益
々
の
華
を
添
え
て
く
れ
た
。

神
浄
青
の

「和
合
」
は
固
い
ｃ

今
回
は
、
若
い
浄
青
会
員
の
出
席
が
多

く
見
ら
れ
た
。
今
後
、
彼
ら
に
期
待
を
抱

く
処
は
大
き
い
。
そ
う
言

っ
た
意
味
で
の

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大

い
に
成
功
で
あ

り
、
明
る
い
光
明
が
見
え
た
様
な
気
が
し

た
。
宴
た
け
な
わ
の
中
、
時
間
も
迫
り
、

お
開
き
を
迎
え
る
頃
と
な

っ
て
来
た
。

こ
の
大
会
を
お
開
き
に
す
る
に
当
り
、

百
名
に
及
ぶ
会
員
の
参
加
、
並
び
に
多
く

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
来
て

頂
い
た
こ
と
は
感
無
量
で
あ

っ
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（記
）
田
辺
裕
誠
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現
場

″
ホ

ス

ビ

ス
ク

去
る
二
月
十
六
日
、
青
年
会
は
他
宗

団
見
学
の

一
環
と
し
て
、
ホ
ス
ピ
ス

「ピ

ー
ス
ハ
ウ
ス
」
を
訪
問
し
た
。
周
知
の
よ

う
に
ホ
ス
ピ
ス
と
は

一
般
の
病
気
と
は
異

な
り
、
積
極
的
な
治
療
を
望
ま
な
い
患
者
、

主
に
末
期
ガ
ン
患
者
の
症
状
の
緩
和
や
疼

痛
な
ど
の
ケ
ア
に
あ
た
る
施
設
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
訪
間
前
に

小
田
原
組
西
念
寺

（北
郁
謙
順
住
職
）
に

て
、
横
浜
市
東
神
奈
川
高
野
山
真
言
宗
能

満
寺
住
職
、
菅
沼
大
覚
上
人
よ
り
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
全
般
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
た
。
上
人
は
、
各
種
の
講
演
会
に
百
回

を
越
え
る
ほ
ど
自
身
で
足
を
運
ば
れ
、
僧

侶
有
志
で
自
治
布
教
団
を
結
成
さ
れ
る
な

ど
多
彩
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
な
ど
で
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
実
際
に
患
者
さ
ん
た
ち
の

身
の
回
り
の
世
話
も
さ
れ
て
い
る
仏
教
者

と
し
て
数
少
な
い
実
践
家
の

一
人
で
あ

る
。
上
人
は
、
お
だ
や
か
な
語
り
回
の
中

に
も
、
豊
富
な
資
料
と
ご
自
身
の
体
験
を

裏
付
け
に
し
て
、
仏
教
教
団
な
ど
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
現
状
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

意
義
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
感
銘

深
い
話
を
さ
れ
、
何
よ
り
も
僧
侶

一
人

一

人
の
意
識
を
覚
醒
し
、
そ
れ
を
高
め
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
。

訪

問

京
浜
組
　
慶
岸
寺
　
林
　
田
　
康
　
順

講
義
の
後
、
私
た
ち
は
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス

に
向
か
っ
た
。
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
は
、
わ
が

国
初
の
独
立
型
ホ
ス
ピ
ス

（建
物
す
べ
て

が
、
ホ
ス
ピ
ス
の
み
を
目
的
と
し
て
作
ら

れ
て
い
る
）
で
、
緑
豊
か
な
敷
地
に
地
下

一
階
、
地
上
二
階
の
建
物
が
立
ち
、
二
十

二
の
病
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
チ
ャ
プ
レ
ン

（患
者
の
宗
教
的

・
精

神
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
般
を
担
当
す

る
）
の
斎
藤
武
先
生
が
、
熱
の
こ
も

っ
た

講
義
と
詳
し
い
施
設
案
内
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
牧
師
の
斎
藤
先
生
は
、
わ
が
国
の

ホ
ス
ピ
ス
設
立
の
草
分
け
的
存
在
で
、
ホ

ス
ピ
ス
教
育
研
究
所
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

も
あ
ら
れ
る
。
講
義
で
は
、
ホ
ス
ピ

ス

の
由
来

（も
と
も
と
宗
教
家
が
医
師
の
役

目
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
）
、
現
在
の
病

院
の
不
備

（末
期
患
者
に
対
す
る
配
慮
の

不
足
、
諸
外
国
と
の
ホ
ス
ピ
ス
設
置
の
格

差
）
を
前
置
き
と
さ
れ
、
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス

設
立
の
経
緯

（長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方

に
寄
付
を
募
り
約
六
億
円
を
集
め
ら
れ
た

こ
と
）
、
宗
教
者
と
し
て
の
チ
ャ
プ
レ
ン

の
仕
事
の
意
義

（相
手
が
何
を
望
ん
で
い

る
か
を
素
早
く
判
断
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
適
切
な
宗
教
的
ケ
ア
の
困
難
さ
）
、

私
た
ち
仏
教
者
へ
の
期
待

（四
苦
八
苦
な

ど
の
教
義
、
伽
藍

・
檀
信
徒
の
活
用
）
な

ど
、
実
に
奥
の
深
い
講
義
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
患
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
触

れ
な
い
範
囲
で
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
。
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
病
室
の
ほ
と
ん

ど
は
個
室
で
、
各
部
屋
か
ら
ベ
ッ
ト
の
ま

ま
庭
に
出
て
風
に
触
れ
ら
れ
る
。
緑
を
愛

で
、
自
然
の
風
を
感
じ
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
あ
る
と
い
う
。
食
堂
も
綺
麗
で
、

廊
下
の
各
所
に
絵
や
花
が
飾
ら
れ
、
ミ
ニ

キ

ッ
チ
ン

・
談
話
室

・
ラ
ウ
ン
ジ

・
音
楽

室

・
家
族
宿
泊
室
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い

る
。
施
設
は
す
べ
て
患
者
本
位
に
設
計
さ

れ
、
全
く
病
院
の
雰
囲
気
は
な
い
。
時
に

は
廊
下
で
小
さ
な
店
が
設
け
ら
れ
、
自
由

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
。
買
い
物
を

す
る
と
い
う
こ
と
も
患
者
さ
ん
に
と

っ
て

大
切
で
あ
る
と
い
う
。
施
設
は
、
チ
ャ
プ

レ
ン
を
は
じ
め
医
師

・
看
護
婦
な
ど
の
充

実
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
施
設
は
、
現
状
の
医
療
行

政
と
か
け
離
れ
、
そ
の
運
営
は
容
易
で
は

な
く
、
多
く
の
浄
財
が
そ
の
支
え
に
な

っ

て
い
る
と
い
う
。

私
た
ち
は
、
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
行
き
届

い
た
施
設
や
ス
タ

ッ
フ
の
充
実
に
感
嘆

し
、
ま
た
、
宗
教
者
と
し
て
の
斎
藤
先
生

の
真
摯
な
姿
勢
に
敬
意
を
抱
く
と
共
に
、

先
生
が
青
年
僧
侶
に
対
し
て
強
い
期
待
を

寄
せ
ら
れ
、
私
た
ち
を
静
か
に
啓
発
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
胸
に
刻
み
込
み
な
が

ら
、
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
後
に
し
た
の
で
あ

′一
。
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